
2015 年 11 月 6日 

NHK名古屋放送局長 

菅 康弘 様 

要 請 書 

 

「NHKを考える東海の会」 

代表：池住義憲（元立教大学大学院特任教授） 

 

2014 年 1月 25日、NHK籾井勝人会長は就任記者会見で「国際放送については政府が右

と言うことを左、と言うわけにはいかない」と、放送法違反の発言を行いました。そしてそ

れ以後も問題発言の繰り返しや公私混同のタクシー利用問題など、公共放送のトップとして

不適格者であることを露呈し、7 万人を超える市民や 2000 人以上の NHK 退職者の辞任要

求も無視して未だに会長職にとどまっています。 

 

一方 NHKのニュース報道は安倍政権の不都合なことを報道せず、まるで政府の広報機関

のようなニュースを繰り返してきました。私たち「NHKを考える東海の会」は、このよう

な NHK の現状を憂慮し、公正な報道をおこなう NHK であることを願って、2015 年 7 月

26日に発足しました。 

 

安倍政権は、安保関連法を 9 月 17 日に参院特別委で強行採決、同 19 日未明に参院本会

議で多くの人々の反対を押し切って可決「成立」させました。この間の NHKのニュース報

道は、安倍政権寄りの内容が多く、反対運動の報道も冷ややかな姿勢が目立ちました。この

ような NHKのニュース報道に対して、全国各地や東海地方でも多くの視聴者から抗議の声

が巻き起こっています。 

 

私たち「NHKを考える東海の会」と協力関係にある「放送を語る会」は、2015年 5月

から始まった安保関連法案の国会審議を NHK はどう伝えてきたかを詳しく検証しました。

その結果、NHKニュースは、１）安保法制報道を抑制し、２）安倍内閣・与党の見解と方

針の伝達を重視し、さらに、３）安保法制に対する多様な批判的言論・運動や政権にマイナ

スになる出来事をあまり伝えていないことが明らかになりました。NHKの「ニュース 7」・

「ニュースウォッチ 9」などでの報道は、民放ニュース番組の「報道ステーション」・

「NEWS23」などと比べて、報道姿勢の違いが歴然としています。 

 

このような状況の中で全国の 20 を超える NHK 問題を考える市民団体は、公共放送やジ

ャーナリズムの役割を果たすよう NHK へ抗議や申入れ活動などを行っています。11 月 7

日には、東京で「怒りの NHK包囲行動」第２弾も計画されています。この間、東海地域で

NHKを中心に放送・メディアについて学習し考えてきた私たちは、貴放送局に対し、以下

の通り、要請と質問を致します。質問に対する回答は、11 月 27 日(金)までに上記連絡先宛

にお願いいたします。 

 



要請と質問 

 

要請： １）NHK執行部が番組制作現場職員の自由な言論活動を保障すること 

２）NHKが公共放送の使命を全うして、政権の政治的介入を許さず、NHK上層部

等によるクレーム等での放送中止などのない公正・自由で創造的な報道現場に

なるよう努力すること 

 

質問： NHKの安保法制報道が、安倍内閣・与党の見解と方針の伝達を重視し、安保法制

に対する多様な批判的言論・運動や政権にマイナスになる出来事をあまり伝えなか

ったことについてどのように考えておられるか 

 

以上 

 


